
9 建築物

9-2 家の建て方

9-2-1 建築

徹別のコタンには､1軒だけ､オンネチセ onneciseと呼ばれる大きな家があった｡この家

だけが茅葺きの家 (ムィチセmuycise)であった｡他の家は板壁で柾屋根だった｡

自分の家の壁はカヤで､その外側を板で囲ってあった｡床に丸太を敷いて､丸太と丸太の隙

間に草を詰め､平にして､その上にキナkinaを敷いた｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

9-3 家屋の内部構造

9-3-1 屋内とその配置

屈斜路の家屋

神窓

屈斜路の家の神意 (プアルpuar)は､沼の方に向いていた｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

上座

神意に近い場所をエロルン erorunという｡窓に向かって左側にボンシントコ ponsintoko

(小さい行器)､クトシントコkutosintoko(たが付き行器)などのシントコ sintokoや､エ ト

ウニプ etunip (片口 :酒を杯に注ぐ道具)､ぺサック pesakku (柄杓 :シャモジみたいな形

の酒をかます (混ぜる)道具)が置いてあった｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

徹別 (テシぺツ)の家屍

神意

窓 (プアルpllar)が全部で3つあった｡エロルン プアルerorunpuar (神意 :後に阿寒川

の上流に向いている､との情報あり)の反対側にアサンドasantoがあり､物置になっている｡

そこから外へ出る出入り口があった｡神窓に向かって右手の壁にも窓があった｡

家の神窓は､阿寒川の川上の雄阿寒岳の方を向いていた｡

[屈斜路 日用キヨ氏]
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窓は､プアルpuarといい､北を向いているのは､カムィプアルkamuypuarだ｡カムィプ

アルは､メサ nusa(祭壇)に供えるものやイナウinaw (木弊)を出すのに使い､そのそば

には､おばあさんを除いて女は近寄れなかったし､そこからのぞいてもいけなかった｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

プアルpuarの側の左側､北西隅の壁の上部 (人の背の高さより少し高い位置)に家の守り

神の木弊 (チセ コロ カムイ イナウcisekorkamuyinaw)をしぼりつける｡(釧路編7

-9章参照)

[屈斜路 日用キヨ氏]

宝檀

敷物は､巻いてエロルン erorun (上座)の隅にしまう｡神様用の敷物はシンドコ sintoko

(行着)のある所にしまう｡今でも20枚くらいもっている｡毎年カムイノミkamuynomi(神

への祈り)する時に他の人に貸す｡今年も12月にカムイノミがある｡

カムイノミの時､模様つきの敷物を壁に張る｡神に物を供えるとき､床の上にも模様付きの

敷物を敷く｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

入り口

｢入口｣をアパチャapacaという｡子供の頃すでに引戸になっていた｡イナウはなかった｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

物置

アサンドasanto (物置)には､薪が積んであり､雪投げ (除雪)用の樺みたいな形のスコ

ップが置いてある｡ウパシベラupasaperaと言ったかも知れない｡(釧路編8-9参照)

靴の材料のサケ皮は､夏には､アサンドに掛けて置く｡冬は､たたんで樽か箱に入れておく｡

(釧路編8-4-5参照)

サケ皮のケリ (靴)は､よその家に行った時､アサンドの中で靴を脱いで､雪を払って､足

とすねの閏で折畳み､家に入ったところに置いてから家に中に入る｡(釧路編8-4-5参照)

[屈斜路 日用キヨ氏]

下座

洗濯物が外で干せないときは､炉の下手 (南側)にシナの樹皮をなって作った紐をはった｡

[屈斜路 日用キヨ氏]
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家の南西隅には流しがあり､樽 (タルと呼んでいた｡アイヌ レaynure (アイヌ語名)は

分からない)が置いてあった｡樽の中にはテシぺツの川から汲んだ水が入れてあった｡なべ､

油なども流しに置いてあった｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

9-3-2 炉とその周辺

子供の頃､病気で家で寝込んでいた頃､自分の家はすでにストーブを使っていたが､炉の中

にストーブを置いていた｡秋のストーブと冬のストーブは別だった｡

炉緑木は､イユンぺiyunpeといい､東側､北側､西側の3万に置いてある｡

ストーブの開け口は､プアルpuar (神意)の方に向けていた｡女の人でも薪をくべる時に

は､エロルンerorun (上座)に座わらないと入れられないので座ってもよかった｡

ストーブに薪をくべる時に太い部分を奥にとか細い部分を前にとかうるさく言わなかった｡

しかし､汚いものはストーブにくべることはうるさく注意された｡紙もストーブに入れはいけ

ない｡床を掃いたゴミもストーブに入れてはいけない｡

ストーブの口の前を少し広くあけ､砂と芥で固めて燥 (アぺ ape)を置く場所を作った｡カ

ミイノミkamuynomi(神への祈り)をするのに必要だからだ｡祈りをする度に燦をそこに出

して祈りを行った｡

炉縁の上手の左右の隅に2本のアぺウティナウapeuciinawが立ててあった｡これは､ア

ぺウチカムィapeucikamuyに上げるもので､神意の方から見て右 (北西隅)が男神で､ア

ぺウチエカシapeuciekasiと言い､左 (北東隅)が女神でアぺウテフチapeucihuciと言う｡

カミイノミkamiynomiの時に､燐のアぺウチ apeuciと2本のアぺウティナウapeuciinaw

に酒をあげる｡秋のカムィノミのとき､火にくべて､新しいものに替えた (釧路7-12-4参

鰭)｡

炉縁は､カムイノミkamuynomi (神への祈り)の時に､アマムamam (穀物)でもシプ

ポ sippo(忠)でもトウキtuki(柿)でもカムイノミの時に載せるところだから､神様のテー

ブルみたいなものだと言う｡人間は足をそこに載せたり､踏んだりしてはいけないと親が言っ

ていた｡足を載せると叱られた｡イタンキitankiを載せて食事をするのは差し支えない｡

自分の家には､｢鍋掛け｣も ｢火棚｣もなかった｡

年寄 りの家にはス トーブがなかった｡ス トーブのない家には､屋根にも煙出しのプアル

puar (窓)があった｡オンネ チセ onneciseだけが､まだ囲炉裏を使っていた｡囲炉裏の

真上の天井に天窓があった｡天窓は､アぺ プアルapepuarと言う｡朝起きたらすぐに天窓

を開けた｡

煙突は､まっすぐで天井の穴に抜けている｡壁から煙突を出す家はなかった｡他の家も天井

に穴を開けて煙突はまっすぐ伸びていた｡

自分の家の天井は､吹抜けで柱や梁が見える｡梁と梁の間に竿を渡してあってそこに魚の開
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いたのを鞍掛けにして干した｡秋味の他にエゴイ (ウグイ)､アメマス､ヒメマスが干してあ

った｡

ストーブの上にいつも鏑をかけていた｡小さな鍋をボン シュ ponsu､大きな鍋をオンネ

シュ onnesll (ボン ナぺ､オンネ ナベとも)と言った｡｢鍋に水を入れなさい｣ナぺ オ

シケ に ワクカオマレnapeoskeにwakkaomare｡お湯は､セセクカsesekkaという｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

｢薪を持って釆なさい｣は､ニ エンコレnienkoreという｡｢薪をたくさんくべなさい｣

は､ボロンノ ニ オカオporonnoniokaoという｡火を消すことはない｡寝る前に大きな薪

をくべる｡親達は､夜中に起きて寒いと薪をくべる｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

9-4 屋外の構造

徹別 (テシぺツ)は冬に雪が多かったので､ウパシベラ upasaperaという樫みたいな形の

除雪具で家の前の雪かきをした.雪かきは､テシマ tesma (カンジキ)を履いて雪を踏み固

める｡その踏み固めた雪をウパシベラですくって投げる｡(釧路8-9参照)

[屈斜路 日用キヨ氏]

水汲み場

コタンは阿寒川の右岸なので､家から左へ行くと水汲み場に通じる｡水汲み場にはワクカ

ウシ カムイwakkauskamuyのイナウが立っていた｡アぺウチイナウapeuciinaw くらい

の大きさだった｡春か秋にするカムイノミの時に水汲み場の水の神のイナウも新しいイナウに

取り替える｡

水汲み場は､川が流れ込んでいるところに地面を掘って室 (むろ)のように木の枠で箱のよ

うに作り流れ水が溜るようにした｡そこヘボン バケツ ponpakecuやガンガンを持って水汲

みに行った｡(実際は､阿寒川に注ぐ沢の水を汲んで来たらしいが､｢阿琴川 の水を飲んだ｣と

表現している｡｢沢の水は阿寒川に注ぐのだから､阿寒川と同じだ｣とも表現する)
[屈斜路 日用キヨ氏]

メサ (祭壇)

徹別 (テシぺツ)のオンネ チセonnecise～ポロチセporociseの北側にメサnusaとセツ

set(カムィをいれる櫨)があった｡メサには､ 1本の樺にlつずつクマの頭 (マラット

maratto)が取り付けてあった｡普通の家にはメサはなく､メサは部落に1つだけだった｡メ

サウシカムィnusauskamuyというのは､メサに立てるイナゥのことで､｢山の神｣(ボン モ

シリponmosirの神とオンネ モシリonnemosirの神)､｢川の神｣(ワクカウシカムィwakka
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uskamuy)､｢湖水の神｣(トーコロカムィtokorkamuy)､｢家の神｣(チセコロカムィcise

korkamuy)に上げるイナゥが立ててある｡家の神に上げるイナゥは､家の中にもあった｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

使い古した道具などは､オンネチセ onnecise (コタンの大きな家)のメサ nusa (祭壇)

の近くの木の根元 (ネキ)に置く｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

プクサ pukusaなどを干すときは､家の東側のセツset (クマ穫)の近く (オンネ チセで

の事か ?)にゴザを敷いて干していた｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

便所

便所は､アシンルasinruといった｡家からみて南側にあり､男女兼用のものだった｡

[屈斜路 日用キヨ氏]
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